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直江津港

1. 概況

〈多彩な歴史をもつ北陸の要津〉
　直江津港は、北緯37度10分46秒、東経138度15分12秒に
位置し、新潟県南西部の頸城平野の中央を流れる関川と、同
平野を縦貫している保倉川が合流して日本海に注ぐ河口にあ
り、鉄道は信越・北陸両本線の分岐点で、道路は国道8号と
国道18号が新潟、京都、高崎に通じ、海陸交通の要衝をなし
ており、日本海沿岸から中部日本に通ずる門戸となっている。
　奈良時代には川口という意味の水門と呼ばれ、越後の国府
として、平安中期には、安寿と厨子王の悲しい物語でも知ら
れるように佐渡及び北陸航路の中心であった。上杉謙信が春
日山に居城をなした最盛期には人口6万を数え、経済商港と
して手厚い保護の下に、米・塩・鮭・綿などを特産として、
遠くは九州・四国・北海道の諸港と交易する北陸の要津とし
て栄えた。
〈明治15年に定期航路開設〉
　明治15年（1882）に直江津～佐渡間に定期航路が開設され、
この頃より汽船の寄港をみるようになり、発展の一途を辿っ
た。さらに明治21年（1888）に当港を起点とする信越本線が
長野方面に開通するに及んで、中部日本に達する唯一の門戸
となり、新潟・小木・伏木富山の諸港と貨物の定期便が開通
して賑わいを呈した。その後、信越線直江津～新潟間、北陸
線等の開通により鉄道への依存度が高まったため、港湾取扱
量が一時減少したものの、大正9年（1920）6月内務省指定港
となり、また当地区の背後の豊富な電力源の開発により、工
場の進出が進み、さらに関川河口分離の整備事業が進行し
た。この結果、一般消費物資として、石炭・セメント・魚・
肥料の移入が逐次増加し、アジア各国からの貨物船の往来が
頻繁になった。
〈国際貿易港として発展〉
　昭和26年（1951）9月、港湾法に基づく重要港湾に指定さ
れ、その後新潟県が港湾管理者となり、昭和30年（1955）港
湾計画会議の結果、河口分離を根幹とする整備計画が策定さ
れたことにより港湾施設の整備も順調に進み、大型船の入港

が可能となり、日本海沿岸に通ずる門戸として近代港湾の形
態をなしてきた。
　昭和44年（1969）に了承された外港部への拡張計画により、
中央埠頭に50,000D/W級岸壁1バース、15,000D/W級岸壁2
バース、5,000D/W級岸壁1バース、東埠頭に15,000D/W級
岸壁3バースが新設され、港湾機能は飛躍的に向上し、港湾
取扱貨物量も増大した。また、昭和55年（1980）には、港湾
出入の安全性向上、危険物取扱施設の集約、漁船用施設の
充実等の要請に応えるため、港湾計画を策定し、東埠頭に
5,000D/W級岸壁5バース等の整備を行ってきた。
　近年では、平成7年（1995）6月に中国丹東、同年10月に
韓国釜山との間にコンテナ航路が開設され、国際航路網が広
がりをみせるとともにコンテナ取扱量が飛躍的に増大した。
そのため平成11年（1999）にガントリークレーンを設置する
等整備を行っている。
　さらに、上信越自動車道の開通等、陸上交通網の充実に
より、県内のみならず、関東・中部・北陸地方を圏域とする
物流需要の増大が見込まれることから、平成8年（1996）に、
50,000D/W級岸壁の建設を含む大型公共埠頭の整備や国内
最大級のLNG火力発電所の建設用地確保等を盛り込んだ港
湾計画を策定した。
　港湾計画に基づき、平成11年（1999）には荒浜ふ頭地区に
おいて本格的に埋立工事を開始し、平成16年（2004）11月に
火力発電所用地が完成、平成24年（2012）7月から国内最大
級のLNG火力発電所として中部電力㈱上越火力発電所が営
業運転を開始した（平成26年（2014）5月に全面稼働）。また、
平成25年（2013）12月には、国際石油開発帝石㈱によるLNG
受入基地も供用が開始され、令和4年（2022）12月には、世
界最高水準の発電効率を達成した東北電力㈱上越火力発電所
が営業運転を開始した。
　高速交通網の整備も進み、直江津港は、関東・中部・北陸
地方を圏域として、国内はもとより環日本海を見据えた国際
貿易港、また、エネルギー港湾として、ますます物流機能の
向上が図られている。

〒950–8570　新潟市中央区新光町4番地1
☎025–280–5466
URL：http://www.pref.niigata.jp/kowanseibi/

新潟県交通政策局港湾整備課
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 34,085 3,728 6,455 内国航路 57,950 28,879 29,071
輸入 162,904 14,367 107 計 57,950 28,879 29,071

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 261,996 100.0 1,012 0.4 437 0.2 6,042 2.3
輸入 6,358,671 100.0 68,974 1.1 10,598 0.2 67,952 1.1 27,279 0.4
計 6,620,667 100.0 68,974 1.0 11,610 0.2 68,389 1.0 33,321 0.5

移出 263,069 100.0 15 0.0 1 0.0 199,577 75.9 13 0.0
86,690

移入 657,873 100.0 894 0.1 1,264 0.2 20,934 3.2 4,996 0.8
85,355

計 920,942 100.0 909 0.1 1,265 0.1 220,511 23.9 5,009 0.5
合計 7,541,609 100.0 69,883 0.9 12,875 0.2 288,900 3.8 38,330 0.5

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 29,554 11.3 363 0.1 657 0.3 223,931 85.5
輸入 6,148,529 96.7 28,630 0.5 5,697 0.1 1,012 0.0
計 6,178,083 93.3 28,993 0.4 6,354 0.1 224,943 3.4

移出 3,716 1.4 12,004 4.6 3 0.0 47,740 18.1

移入 629,716 95.7 56 0.0 13 0.0

計 633,432 68.8 12,060 1.3 3 0.0 47,753 5.2
合計 6,811,515 90.3 41,053 0.5 6,357 0.1 272,696 3.6

太字は自動車航走船取扱貨物（外数）で、計及び合計に含まない

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 270 6,498,130 50 5,083,930 16 336,521 87 744,419
内航商船 323 722,049
自　　航 373 926,159
そ  の  他 122 51,922 1 8,900
合　　計 1,088 8,198,260 50 5,083,930 16 336,521 88 753,319

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 25 128,660 92 204,600
内航商船 166 611,623 18 34,632 25 20,439 114 55,355
自　　航 373 926,159
そ  の  他 12 14,763 13 10,974 96 17,285
合　　計 191 740,283 495 1,180,154 38 31,413 210 72,640

最大入港船舶のトン数　　総トン（喫水　 m）
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保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 253,642㎡
　（原木） – 134,574㎡
　（石炭） – 73,485㎡
　（コークス） – 15,528㎡
　（コンテナ） – 22,929㎡
　（原塩） – 7,126㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 9 8,969㎡
　危険品倉庫 –
　野積倉庫 –
　貯蔵倉庫（サイロ） 3 20,000㎡
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 – –
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

南ふ頭待合所 3,696

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 9,722
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
西 ふ 頭 １ 号 岸 壁 10.0 174 15,000 1 ニューマチック

アンローダー
125
t/h 1

化学薬品
２ 号 岸 壁 10.0 185 15,000 1 1 2,974 非鉄金属

中 央 ふ 頭 １ 号 岸 壁 7.5 130 5,000 1

タワークレーン 15～
25 3

金属くず
２ 号 岸 壁 10.0 185 15,000 1 コークス
木 材 岸 壁 10.0 185.85 15,000 1 原塩
鉱 産 品 岸 壁 13.0 270 50,000 1 2 5,957 〃

東 ふ 頭 １ 号 岸 壁 7.5 130 5,000 1
多目的ジブ
クレーン

ガントリーＣ

13～
30.5

30.5

1

1

2 2,305 金属くず
２ 号 岸 壁 10.0 240 15,000 1 石炭
３ 号 岸 壁 10.0 185 15,000 1 廃棄物
４ 号 岸 壁 耐 震

（ 緊 急 ）
10.0 170 12,000 1 化学薬品

東 ふ 頭（危 険 物） １ 号 7.5 90 5,000 1
２ 号 7.5 130 5,000 1 LA 3 石油製品
３ 号 7.5 130 5,000 1 LA 3 化学薬品
５ 号 岸 壁 7.5 130 5,000 1 LA 3 重油

東 ふ 頭（漁 港 区） 漁 港 区 4.5 385 50～
256G／T

– 水

内 貿 ふ 頭 南 １ 号 岸 壁
耐 震（ 緊 急 ）

7.5 200 6,000 1 1 578 自動車（フェリー）

南 ３ 号 岸 壁 4.5 72 700 1
南 ４ 号 岸 壁 4.5 120 700 2
南 ５ 号 岸 壁 4.5 60 700 1
北 ２ 号 岸 壁 4.5 60 700 1
北 ３ 号 岸 壁 4.5 120 700 2

荒 浜 ふ 頭 中部電力㈱上越火
力発電所荷揚桟橋

6.5 133 3,000 1

中部電力㈱上越火力
発電所LNG受入桟橋

14.0 463.5 266,000m3
級LNGタンカー

1

国際石油開発帝石㈱
直 江 津LNG基
地 外 航 船 桟 橋

14.0 452 101,000 1

国際石油開発帝石㈱
直 江 津LNG基
地 内 航 船 桟 橋

13.0 138 1,983 1
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4. コンテナターミナルの概要
東ふ頭地区
埠 頭 名 4号岸壁
ター ミ ナ ル 面 積 50,660㎡
岸 壁 延 長 170m
水 深 10m
荷 役 機 械 GC1基
ア ウ ト リ ー チ 31m
リーファープラグ 12基
荷 役 方 式 トップリフター方式

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
港公園 21,620 休息緑地

修景緑地
昭和49年度 ぶらんこ､ すべり台

ジャングルジム
遊歩道

船見公園 28,220 休息緑地
修景緑地
海岸緑地

平成2年度 シャワー パーゴラ､ 見晴らし台
便所､ 遊歩道

南埠頭前緑地 2,802 休息緑地
修景緑地

平成2年度 ベンチ 東屋

東埠頭緑地 42,552 休息緑地
緩衝緑地
道路沿緑地

平成10年度 庭球場､ ゲートボール場
多目的広場､ すべり台､
砂場､ ベンチ

東屋､ 便所､ 更衣室

8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

高助㈴ 〒942–0011　上越市港町1–8–2 025–543–7112 ○
直江津海陸運送㈱ 〒942–0011　上越市港町2–9–11 025–543–3421 ○ ○ ○
日本通運㈱直江津支店 〒942–0011　上越市港町2–9–4 025–543–1131 ○ ○ ○
古川海運㈱ 〒942–0065　上越市川原町10–12 025–543–3435 ○

水先
水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数

新潟 〒942–0061　上越市春日新田1–24–4 025–543–4914 6

5. マリーナ
該当なし

曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数

日本海曳船㈱直江津支店 〒942–0011　上越市港町1–8–2 025–543–6363 1,600×2
2,000×2
2,000×2
1,800×2

4

7. 基地港湾
該当なし
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9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

東京入国管理局長野出張所 〒380–0846　長野市旭町1108（長野第一合同庁舎内） 026–232–3317
東京税関新潟税関支署直江津出張所 〒942–0011　上越市港町1–11–20（港湾合同庁舎内） 025–543–2388
横浜植物防疫所新潟支所直江津出張所 〒942–0011　上越市港町1–11–20（港湾合同庁舎内） 025–543–0648
上越海上保安署 〒942–0011　上越市港町1–11–20（港湾合同庁舎内） 025–543–4118
新潟県上越地域振興局直江津港湾事務所 〒942–0011　上越市港町1–11–2 025–543–4167
上越警察署 〒943–8558　上越市藤野新田1172 025–521–0110
上越市役所 〒943–8601　上越市木田1–1–3 025–526–5111

医療・厚生施設
（港湾）

区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号
総合厚生 直江津港湾労働者福祉センター 〒942–0011　上越市港町2–9–5 025–543–0157

通船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 隻数

直江津港施設管理組合 〒942–0011　上越市港町2–9–11 025–544–1441 1
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